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研究成果の概要（和文）：伝統的な修辞学研究では、レトリックを文化の特徴として捉えること

が多く、比較修辞学研究より地域研究にとどまることは多かったが、現代のグローバル社会で

は、多文化的にレトリックを理解することが求められる。このプロジェクトでは、アメリカ人

の日本文学研究者二人と日本人の英文学研究者二人が、特に認知言語学と翻訳理論における比

喩研究に基づいて共同研究を行った。四年間を掛けて、(1)誇りや恥のような感情表現に用いら

れる比喩、(2)毀誉褒貶のような対人評価に用いられる比喩、(3)紛争や震災が起こる場所のゆか

りのトポス、(4)翻訳を介した伝統文化の伝搬について共同研究を行うことにより、比喩の力に

ついての知の生産を追及した。 

 
研究成果の概要（英文）：In the traditional discipline of rhetoric, there is a tendency 
to focus on figurative language as a unique expression of a culture, and so area studies 
are more common than comparative research. But in this global age, there is a compelling 
need for greater international understanding of multicultural rhetoric. In this four-year 
joint research project, conducted by two American scholars of Japanese literature and 
two Japanese scholars of English literature, selected traditional figures of speech were 
analyzed from a comparative point of view with a view toward the effective, responsible 
exploitation of the power of metaphor as well as the development of the skill of rhetorical 
literacy in order to prevent the abuse of that power to perpetuate racism, sexism and 
other forms of discrimination. Recent developments in the fields of cognitive linguistics 
and translation theory were especially drawn upon in order to elucidate issues of 
translatability in areas such as the expression of mental states such as pride and shame, 
personal evaluations such as praise and blame, the metaphorical effect of topoi, and the 
role of rhetoric in the transmission of traditional culture. 
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１．研究開始当初の背景 

日英古典文学におけるレトリックの系譜を
整えることにより、異文化コミュニケーショ
ンの向上に繋がるという確信の元、多彩で効
果的なコーパス範囲を決定し、成果に導く確
率の高い認知言語学および翻訳理論の基礎
研究についての相互理解を確認した。 

 

２．研究の目的 

「知は力なり」と言われるが、「知」を「も
の」として捉えるのではなくて、発揮するス
キルとして捉えることにより、発信者にとっ
ては上手く比喩の力を利用するスキル、受信
者にとってはレトリックの悪用に騙された
り傷ついたりすることのないための護身術
を備えて国際人として活躍できる人間を養
成する教育に貢献することを狙った。 

 

３．研究の方法 

翻訳を介して失われるもの、加えられるもの
について解明するために、まず、数世紀に渡
って異文化理解のために頼りにされてきた
古典文学の複数の翻訳書を比較することに
より、その系譜を構築した。 
(1)日英古典文学および現代文学における誇
りや恥のような個人の感情表現に用いられ
る比喩を収集し、認知言語学や翻訳理論の手
法を用いて原典と翻訳を比較分析した。 
(2) 日英古典文学および現代文学における
毀誉褒貶のような対人評価に用いられる比
喩を収集し、原典と翻訳を比較分析した。 
(3) 日英古典文学および現代文学における
紛争や震災が起こる場所のゆかりのトポス
を収集し、原典と翻訳を比較分析した。 
(4) 日英古典文学および現代文学の翻訳の
比較分析により、伝統文化の伝搬について考
察した。 
 
４．研究成果 
(1)現代国際社会では、古典文学よりインタ
ーネットで得られる情報や映画・アニメのよ
うなポピュラー・カルチャーが異文化コミュ
ニケーションの主流メディアになってきて
いる。しかしながら、その背景に、久遠の神
話、象徴、イメージが潜在的に存続し、現代
のアーティストの多くがその人類の遺産を
直接参考にしたり、間接的に伝播したりして
いる。「文化的帝国主義」のリスクを意識し
ながら、普遍的なメタファーやシンボルの力
を再確認することにより、その受け方および
送り方の問題について正しく理解すること
の大切さについて改めて確信した。誇りや恥
のような個人の感情表現に用いられる比喩
や、毀誉褒貶のような対人評価に用いられる
比喩などの性差について特に発見が多く、こ
の成果を一刻でも早く図書としてまとめ国

内外に発表したい。 
(2)今回のプロジェクトは日英古典文学の翻
訳の比較に限定したが、今後の展望としては
ポピュラー・カルチャーにおける古典の翻案
まで範囲を広げ、今回の成果に基づいて更な
る分析を行いたい。 
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